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本レポートは、スイスを拠点とするスタートアップ企業 Iprova について、その技術、

事業モデル、市場における影響力、そして将来の展望を包括的に分析するものである。

Iprova は、単なる AI ツールを提供する企業ではなく、イノベーションのプロセス自体

にパラダイムシフトをもたらす存在として評価されるべきである。同社は、従来「ファ

ジー・フロントエンド（曖昧な初期段階）」とされてきた発明創出プロセスを体系化

し、製品化することに成功した。これにより、発明は偶然のひらめき（セレンディピテ

ィ）に依存する「アート」から、予測可能で拡張性のあるデータ駆動型の「サイエン

ス」へと変貌を遂げつつある。 

Iprova の独自価値提案の中核は、AI を用いて全世界の膨大な情報の中から、一見無関

係な領域に存在する「発明のシグナル」をアルゴリズムによってリアルタイムに検出

し、結びつけることにある。この独自のアプローチにより、これまで人間では気付くこ

との難しかった非自明な組み合わせから、商業的に価値が高く、特許化可能な発明を、

前例のないスピードと多様性をもって創出する 1。 

同社の有効性は、Philips、Panasonic、BIC といったグローバル企業との長期的な協業

関係 3、そして同社の技術を用いて出願された 1,500 件を超える特許ポートフォリオ 6 
によって客観的に証明されている。これらの特許は、世界のトップ 10 テクノロジー企

業すべてに引用されており 1、その発明が持つ基礎的かつ重要な価値を示唆している。

本レポートでは、Iprova が現代の企業にとって不可欠な「発明エンジン」として、い

かにしてイノベーションのあり方を再定義しているかを詳細に解き明かす。 

 

I. Iprova パラダイム： 「ひらめき」の瞬間を再発明する 

 

このセクションでは、Iprova の基本的な背景を確立し、従来のイノベーションにおけ

る非効率性への深い洞察から生まれた企業として紹介する。同社の歩みをたどり、創造

的プロセスそのものを体系化するというその使命を明確にする。 



 

創業者とミッション 

 

Iprova の創業者兼 CEO であるジュリアン・ノーラン（J ulian Nolan）氏は、電気工学

と機械学習のバックグラウンドを持つ人物である 8。彼の核心的な洞察は、データ駆動

が主流の世界において、発明創出だけが依然として「アナログ」なプロセスに留まって

いるという違和感にあった 9。この問題意識から、Iprova は「世界の情報の力を利用し

て、我々が発明する方法を変える」という単一のミッションを掲げて設立された 10。 

同社の目標は、一部の専門家の職人芸や偶然に依存していた発明活動を、堅牢で信頼性

が高く、体系的な活動へと変革することである 12。これは単なる効率化ではなく、「発

明の再発明（Reinventing Invention）」1 と位置づけられている。さらに、発明を研究

開発（R&D）部門の専売特許とせず、企業全体の普遍的な活動として「イノベーション

の民主化」を実現することも重要なビジョンとして掲げられている 7。 

この哲学的な位置づけは、Iprova を単なる SaaS プロバイダー以上の存在へと昇華さ

せている。同社は、顧客に対してツールの導入を提案するだけでなく、イノベーション

モデルそのものの根本的な変革を問いかける戦略的パートナーとして対話を行う。これ

により、購買決定の議論は「このツールはエンジニアの効率を上げるか？」という戦術

的なレベルから、「我々は生き残るためにイノベーションのやり方を変える必要がある

か？」という経営戦略レベルへと引き上げられるのである。 

 

会社の沿革と主要なマイルストーン 

 

Iprova は 20 10 年 7 月、スイスのローザンヌに設立された 16。その拠点は、スイス連

邦工科大学ローザンヌ校（EPFL）のイノベーションパーク内にあり、この恵まれたエ

コシステムが同社の初期成長に不可欠な役割を果たした 17。ノーラン CEO 自身が「存

在に不可欠だった」と語るように、スイス連邦のイノベーション推進機関（CTI）から

の初期資金援助が、コンセプトの有効性を証明する上で決定的な支援となった 12。この

EPFL との連携は、単なる場所の提供に留まらず、優秀な人材の確保（卒業生の採

用）、学術的な協力（教員が諮問委員会に参加）、そして初期資金という、ディープテ

ック企業にとって生命線となるリソースへのアクセスを可能にした。この厳格な科学的

基盤に根差した出自は、Iprova が単なるソフトウェア企業ではなく、信頼性の高い技



術を持つパートナーであることを、懐疑的な大企業に示す上で重要な資産となってい

る。 

同社の成長は、以下のマイルストーンに沿って着実に進んできた 16。 

● 2010 年: 設立。大手モバイル機器メーカーとの最初の契約を締結。 
● 2012 年: ソフトウェアのバージョン 1.0 が完成。 
● 2015 年: 米国で最初の顧客を獲得。 
● 2016 年: 日本で最初の顧客を獲得。 
● 2019 年: 同社の発明に基づく特許が、Apple、Amazon、Google を含む世界のテ

クノロジー企業トップ 10 社すべてから引用されるというマイルストーンを達成 
1。 

● 2020 年: 消費財大手の BIC 社と共同で、世界初のデータ駆動型発明ラボを設立 
4。 

● 2024 年: Iprova の技術を用いて出願された特許件数が 1,50 0 件を突破 1。 

また、Microsoft 社と共同で開催する「AI 支援発明サミット」20  などの戦略的パートナ

ーシップは、同社のコンセプトが市場に受け入れられていることを示す強力な証拠とな

っている。 

 

戦略的課題：イノベーションの「ファジー・フロントエンド」 

 

Iprova が解決しようとしている核心的な問題は、イノベーションプロセスの初期段

階、いわゆる「ファジー・フロントエンド」の非効率性である 7。従来の研究開発は、

実験的で、成果が予測できず、偶然の「ひらめき」に大きく依存していた 4。 

現代においてこの問題は、「知識の重荷（Burden of Knowledge ）」7 という形でさら

に深刻化している。情報が指数関数的に増大する中で、一人の人間が、特に自身の専門

分野外の重要な進歩をすべて追跡することは不可能に近い。この状況は、皮肉にも分野

横断的な発明を困難にし、イノベーションを制限する要因となっている 22。Iprova の

アプローチは、この「知識の重荷」を克服するために設計されている。膨大な情報を体

系的に処理し、人間が見過ごしてしまうような発明につながる結びつきを発見すること

で、発明を偶然の産物から体系的なプロセスへと転換させるのである 4。 

 



II. 発明エンジンの解剖：技術、方法論、製品 

 

このセクションでは、Iprova がそのミッションをどのように達成しているのか、その

中核技術と方法論を深く掘り下げる。データ駆動型発明（DDI）の概念を分析し、それ

を実現するソフトウェアとサービスを詳述する。 

 

データ駆動型発明（DDI）の原理 

 

データ駆動型発明（DDI）とは、AI を用いて、日々生まれる社会的、市場的、技術的な

進歩の中から「発明のシグナル」をリアルタイムで特定し、結びつけるプロセスである 
1。その最大の特徴は、顧客のターゲット領域から非常に離れた分野のシグナルをも活

用する点にある 2。 

この技術の核心は、「知識の重荷」と「製品のコンバージェンス（融合）」という現代

的な課題を、10 億を超える発明要素をアルゴリズムで監視・接続することで克服する

点にある 7。これは人間の創造性を代替するものではなく、あくまで増強（augment）
するものであると繰り返し強調されている 3。このプロセスは、従来の偶然の情報発見

に基づく人間のみの活動から、テクノロジーが「材料」を検出し、人間（または AI 自
身）がそれらを組み合わせてコンセプトを練り上げる、人間と機械の協調作業へと進化

させる 7。 

この技術の本質は、「設計された偶然性（engineered serendipity ）」の創出にある。

伝統的な発明が情報との偶然の出会いに依存するのに対し、Iprova のシステムは、ア

ルゴリズムによって意図的にその出会いを引き起こす。システムは、予期せぬ並置を構

造的に生み出すことで、ブレークスルーアイデアにつながる「幸運な事故」を工学的に

作り出している。これこそが、単なる AI ではなく、分野横断的な発想という特定の認

知プロセスに基づいて訓練された AI という、同社の技術的な堀（moat）の中核をなし

ている。 

 

技術スタックと方法論 

 



Iprova のプラットフォームは、独自の AI、自然言語処理（NLP）、機械学習（ML）モ

デルを基盤としている 2。その技術スタックには、広く利用されている機械学習フレー

ムワークである TensorFlow も含まれている 24。 

その方法論は、20 以上の独自のデータサイエンスモデルを用いて、膨大な公開情報か

ら「発明につながる意味」を読み解くことにある 3。特に重要なのは、**分野横断的な

接続（cross- domain connection）**という概念である。同社の技術力は、一見無関係

な分野を結びつける能力に集約される。具体的な事例としては、以下のようなものが挙

げられる。 

● 地理情報マッピング技術とエレベーターのスケジューリング 3 
● 自動運転車の制御システムと個人のヘルスケア 3 
● ボディアーマーに利用されるせん断増粘流体と心肺蘇生（CPR）装置 7 
● 携帯電話のワイヤレス充電回路と、端末を持ちやすくするための浮上技術 7 

これらの例は、異なる知識領域の予期せぬ融合が、いかにして新規性の高い発明を生み

出すかを示している。 

 

製品・サービス群 

 

Iprova は、顧客のニーズに応じて複数の形態でその価値を提供する。これらの製品・

サービス群は、単なる寄せ集めではなく、顧客との関係を深めるための戦略的な階層構

造を形成している。顧客は、まず具体的な成果（発明）が得られる低リスクのサービス

から始め、その価値を実感した後に、より深く自社のプロセスに組み込むためのソフト

ウェアやソリューションへと移行できる。この段階的なエンゲージメントモデルは、顧

客獲得の障壁を下げ、高収益で継続的なソフトウェア・ソリューションビジネスへとつ

なげる、洗練された事業戦略である。 

● Invention Studio (3, evo, evo+):  Iprova の主力ソフトウェアプラットフォーム。 
○ Invention Studio 3:  人間の創意工夫を増強するために設計されたコア製品。

主な機能には、発明者と弁理士のワークフローを効率化する「発明のキャプチ

ャと強化」、価値の高い市場・技術の破壊点を特定する「高度なリアルタイム

ターゲットモデリング」、新規性や技術成熟度レベル（TRL）を即座に評価す

る「リアルタイム発明評価」、そして「発明アシスタント」と呼ばれる仮想特

許弁理士機能などがある 2。 
○ Invention Studio evo:  生成 AI を組み込んだ次世代版。ユーザーが定義した基



準に基づき、発明のコンセプトを自動生成する。これにより、マーケティング

や事業開発といった非 R&D 部門にも発明活動の門戸を開き、「発明の民主

化」をさらに推し進めることを目指す 15。 
○ Invention Studio evo+:  通信業界、特に 3GPP 標準化プロジェクトのメンバー

向けに特化したバージョン。5G/6G 標準への貢献をリアルタイムで監視し、他

社に先駆けて標準必須特許につながる発明を創出することを支援する 8。この

特化版の開発は、Iprova が IP の世界で極めて価値の高いニッチ市場を深く理

解し、そこに対応できる成熟した企業であることを示している。標準化は、巨

額のライセンス収入を生む可能性のある、技術革新のゴールドラッシュであ

り、Iprova はこの分野で「つるはしとシャベル」を売るという賢明な戦略をと

っている。 
● 発明創出キャンペーン (Invention Creation Campaigns):  Iprova の専門発明家チ

ームがプラットフォームを駆使し、合意されたターゲット領域内で、すぐに利用可

能で特許化可能な発明群を顧客に提供するサービス 1。2 週間ごとという迅速なイ

テレーションで発明を提供し、顧客は提供された発明を自由裁量で採択・拒否でき

る 2。 
● データ駆動型発明ラボ (DDI Lab):  顧客が Iprova の技術を用いて社内に独自の発明

ラボを設立するためのターンキーパッケージ。Invention Studio 3、プロセス、ト

レーニング、サポートが含まれる。このモデルを導入した代表例が BIC 社である 
2。 

オファリング 形式 中核機能 対象ユーザー 主な便益 

発明創出キャン

ペーン 
サービス（人間

主導） 
完成した発明の

提供 
即時の IP 資産を

求める R&D/IP
リーダー 

特許取得までの

時間短縮 

Invention 
Studio  

ソフトウェア

（SaaS） 
社内での発明創

出ツールを提供 
社内の発明家

/R&D チーム 
チームの生産性

向上 

DDI ラボ ターンキーソリ

ューション 
社内での DDI 能
力の構築 

DDI を企業文化

に根付かせたい

企業 

イノベーション

プロセスの戦略

的変革 

 



III. 市場適用と実証されたインパクト：分野横断的成功の分析 

 

このセクションでは、理論から実践へと移り、主要な顧客との協業を通じて Iprova の

インパクトを具体的な証拠とともに示す。分野横断的な発明プロセスが実際にどのよう

に機能しているかに焦点を当てる。 

 

顧客リストと主要指標 

 

Iprova は、北米、ヨーロッパ、日本の世界的に著名なテクノロジー企業と協業してい

る 11。顧客には、Philips、Panasonic、Sony、Deutsche Telekom、BIC などが含まれ

る 3。同社は 100 以上の応用分野で発明を提供してきた実績を持つ 1。 

Iprova の技術に基づいて出願された特許は 1,500 件を超え、過去 10 年間で 1,000%以

上の成長を遂げている 1。これらの特許は、単に数が多いだけでなく、その質も極めて

高い。Apple、Google、Amazon、Microsoft を含む世界のテクノロジー企業トップ 10
社すべてが、自社の特許出願において Iprova が生み出した特許を引用している 1。IP
の世界において、他社からの引用は、その発明が先行する基礎的な技術であることを認

める行為に等しい。特にトップティアの競合他社からの引用数が多いことは、その発明

の新規性と重要性を示す客観的で強力な指標であり、単なる特許出願件数よりもはるか

に説得力のある成功の証左と言える。 

 

詳細なケーススタディ分析 

 

Iprova の価値は、異なる産業分野で一貫して成果を上げている点にある。その発明プ

ロセスは、既存のコンポーネントやインフラを斬新な方法で再利用する、資本効率の高

いイノベーションであることが多い。例えば、スマートコンタクトレンズの発明は既存

のスマートフォンのカメラを利用し 29、角膜イメージング UI も同様である 30。これに

より、顧客は開発コストを抑え、市場投入までの時間を短縮できる。これは Iprova の

価値提案における、目立たないながらも極めて強力な側面である。 

また、Iprova は大規模でサイロ化された組織にとって、外部からの「花粉媒介者」と



して機能する。大企業内の専門知識は部門ごとに分断されがちだが、Iprova の技術は

アルゴリズムによってこれらの壁を破壊し、組織構造上は見過ごされがちな分野横断的

な結合を発見する。これは、技術提供を超えた、重要な組織的便益である。 

● ヘルスケア＆医療機器 
○ 顧客: Philips Healthcare  31 
○ 課題: ヘルスケアサービスへのアクセスを容易にし、より便利な視力補正方法

を創出する。 
○ 分野横断的な発明: 

1. スマートコンタクトレンズ: スマートフォンのセンサー（カメラ、近接セン

サー）を利用してスマートコンタクトレンズの焦点距離を制御。これによ

り、レンズ自体に高価で複雑な部品を組み込む必要がなくなり、コスト削

減と利便性向上を実現した。これは、コンシューマーエレクトロニクス

（携帯電話）と医療機器を結びつけた例である 29。 (特許: US10 416478) 
2. IoT 服薬リマインダー: 患者がその時に最も注意を向けやすい IoT デバイス

に服薬リマインダーを送信し、服薬遵守率を向上させる。これは、IoT と

デジタルセラピューティクスを融合したものである 31。 (特許: 
US980 840 4) 

○ インパクト: Philips との 10 年以上にわたる協業により、150 件以上の特許が

生まれた 31。 
● 自動車＆輸送 

○ 顧客: 米ベイエリアの大手テクノロジー企業、Lotus Engineering 16 
○ 課題: 自動運転車（AV）向けの価値の高いサービスを開発し、持続可能性を向

上させる。 
○ 分野横断的な発明: 

1. AV による健康診断: AV の精密な動作制御能力を利用して乗員に特定の力

を加え、バランス感覚や体幹の安定性などを測定。これにより、多発性硬

化症やパーキンソン病などの初期症状を検知する車内健康診断を可能にし

た。これは、自動車工学と診断技術を結びつけたものである 32。 
2. 持続可能な街灯システム: AV エコシステムが車両の種類を検知する能力を

利用し、道路上の全車両がセンサー搭載の AV であれば街灯を不要と判断

して消灯し、エネルギーを節約する 33。 (特許: US10 178740 ) 
○ インパクト: ある事例では、外部の特許弁理士が Iprova の発明を、顧客自身の

AV 研究グループの発明よりも新規性が高く、商業化の見込みも優れていると

評価した 32。 
● コンシューマーエレクトロニクス＆通信 

○ 顧客: Deutsche  Te lekom、大手モバイル機器メーカー 3 



○ 課題: 5G 戦略の支援、斬新なユーザーインターフェースの創出、ネットワーク

の堅牢性向上。 
○ 分野横断的な発明: 

1. 角膜イメージング UI: スマートフォンの前面カメラでユーザーの角膜の反

射を撮影し、それを安価なマルチタッチユーザーインターフェースとして

利用する。これは、生体認証/光学とヒューマン・コンピュータ・インタラ

クションを融合したものである 30。 
2. アドホック・ネットワーク仮想化: スタジアムや満員電車など混雑した場所

で、近接するモバイル端末群にまたがってネットワーク機能を仮想化し、

リソースを動的に拡張する。これは、アドホックネットワークの原理を携

帯電話網のアーキテクチャに応用したものである 34。 (特許: EP3198796) 
● FMCG（日用消費財） 

○ 顧客: BIC 2 
○ 課題: 日常製品（シェーバー、ライター、文房具）のイノベーション能力を強

化する。 
○ インパクト: パイロットプログラムの成功を受け、BIC は Iprova の技術を社内

に導入する「BIC- Iprova Invention Lab」を設立。これにより、破壊的な発明を

継続的に生み出す体制を構築した 2。 

 

IV. 競争環境と市場での位置づけ 

 

このセクションでは、Iprova が広範なテクノロジー市場の中でどのような位置を占め

ているかを分析し、その独自性を隣接するカテゴリーの製品と比較して明確にする。 

 

Iprova のニッチの定義：「発明エンジン」 

 

Iprova は、一般的な「アイデア管理」プラットフォームでもなければ、特許弁理士の

「特許作成支援」ツールでもない。同社が占めるのは、新規性があり、商業的に価値が

高く、特許化可能な発明を体系的に創出するという、特定の高価値なニッチ市場であ

る 24。イノベーションパイプラインの最も初期段階である「ファジー・フロントエン

ド」で活動するが、そのプロセスは曖昧さを排除するように設計されている 7。 



Iprova の真の競合は、他のソフトウェア企業ではなく、顧客企業内の伝統的な研究開

発プロセスそのものである。同社の提案は、暗黙のうちに顧客自身の R&D 方法論に対

する批評となっている。彼らが主張するのは、人間中心で偶然に依存するアプローチは

時代遅れであり、それを代替または増強する必要があるということだ。したがって、競

争相手はターゲット組織内の「現状維持」であり、これは困難だが、成功すれば極めて

価値の高い取引となる。 

 

イノベーション管理プラットフォームとの比較 

 

● 競合: Wazoku, Agorize, HYPE 35 
● 分析: これらのプラットフォームは、主に従業員や外部コミュニティから寄せられ

るアイデアの流れを管理することに重点を置いている 37。アイデアの投稿、評価、

協業、追跡のためのワークフローを提供し、その目的は「イノベーション文化」を

醸成し、アイデアのポートフォリオを管理することにある 37。 
● Iprova の差別化: Iprova は、集団からアイデアを管理することが主目的ではな

い。データ駆動型の統合を通じて、発明の核となるコンセプトそのものを生成する

ことに焦点を当てている。Wazoku が 1,000 件の従業員の提案を整理するのを助

ける一方で、Iprova はどの従業員も見たことのないシグナルを結びつけて、ゼロ

から新しい発明を生み出すことを目指す。Iprova の成果物は、生のアイデアより

もはるかに具体的で下流の資産である「すぐに使える」発明開示書である 1。 

 

AI 搭載 IP・特許ツールとの比較 

 

● 競合/隣接ツール: PatSnap, Solve Intelligence, IPRally, Patlytics 24 
● 分析: これらのツールは、一般的に発明が考案された後に使用される。その支援タ

スクは以下の通りである。 
○ 特許調査・分析: (例: PatSnap, IPRally) 先行技術の発見、IP ランドスケープの

分析 44。 
○ 特許作成: (例: Solve Intelligence, DeepIP) 弁理士による特許出願書類の作成、

オフィスアクションへの応答支援 44。 
● Iprova の差別化: Iprova はこれらのツールよりも「上流」で機能する。同社が生

み出した発明コンセプトは発明開示書にまとめられ、それがその後、Solve 



Inte lligence のようなツールを使って特許出願書類として作成される可能性がある 
9。IP 管理ソフトウェア IPfolio を所有する Clarivate 社との戦略的提携は、この上

流での位置づけを完璧に示している。Iprova の Invention Studio は、IP 管理ワー

クフローに発明を 
供給する役割を担うのである 26。この提携は、Iprova にとって「キングメーカ

ー」的な一手であり、大きな競争上の堀を築いている。これにより、Iprova は単

独のツールから、企業の IP エコシステムに統合された一部へと昇格した。競合他

社は、同等のエンタープライズ統合を達成するために、単に優れた技術を持つだけ

でなく、主要な IP プレイヤーとの同等のパートナーシップを必要とするという、

高い参入障壁に直面することになる。 

 

競争ポジショニング分析 

 

機能/焦点 Iprova イノベーション管理 
(例: Wazoku) 

AI 特許ツール (例: 
Solve Intelligence) 

主要目的 新規発明の創出 アイデアパイプライ

ンの管理 
特許出願書類の作成 

コアユーザー 発明家 / R&D チーム イノベーションマネ

ージャー 
特許専門家（弁理士

など） 

主要入力 グローバルなデータ

シグナル 
コミュニティからの

アイデア 
発明開示書 

主要出力 発明開示書 優先順位付けされた

アイデアポートフォ

リオ 

特許出願書類の草案 

ライフサイクル上の

段階 
構想 (Conception)  アイデア創出 

(Ideation)  
法的保護 (Legal 
Protection)  



 

V. 戦略分析：包括的評価（SWOT） 

 

このセクションでは、これまでの分析を SWOT フレームワークに統合し、Iprova の戦

略的ポジションについて、バランスの取れた包括的な見解を提供する。 

 

Strengths ( 強み) 

 

● 検証済みの独自技術: 10 年以上の研究と 5,000 件以上の発明創出実績があり、分

野横断的な洞察を生み出す能力が証明されている 2。この技術は Iprova 自身の特許

によって保護されている 46。 
● 一流企業による検証と高い評価: Philips、Panasonic、BIC、Deutsche Telekom と

いった優良顧客リストと、すべての主要テック企業から引用される特許ポートフォ

リオが、絶大な信頼性を与えている 1。 
● 独自の整合性の取れたビジネスモデル: 成功報酬型を一部取り入れた料金モデル 2 

は、Iprova の成功と顧客の価値を直接結びつけ、顧客のリスクを低減し、自社製

品への自信を強力に示している。 
● 高価値ニッチ市場での先行者利益: Iprova は「データ駆動型発明」というカテゴリ

ーを事実上創造・定義し、そのパイオニアとしての地位を確立している 1。 
● 戦略的パートナーシップ: Microsoft 20 や Clarivate 26 といった主要プレイヤーとの

深い統合は、販売チャネル、信頼性、そして競争上の堀を提供する。 

 

Weaknesses ( 弱み) 

 

● スケーラビリティの潜在的制約: 「発明創出キャンペーン」や「DDI ラボ」モデル

は、高度なスキルを持つ人間の「発明開発者」やコンサルタントに依存している 
3。この人的専門知識のスケールアップは、純粋な SaaS モデルと比較してボトル

ネックになる可能性がある。 
● 主要人物への依存: 会社のビジョンや方向性は、創業者であるジュリアン・ノーラ

ン氏に大きく依存しているように見える 3。これはスタートアップにはよく見られ



ることだが、「キーパーソンリスク」をはらんでいる。 
● 販売の複雑性: R&D 方法論のパラダイムシフトを販売することは、既存のプロセス

を自動化するツールを販売するよりも複雑で、販売サイクルが長くなる。非常に高

いレベルでの経営層の合意が必要となる。 

 

Opportunities ( 機会) 

 

● 新規産業への展開: このモデルはセクターを問わず 14、FMCG、自動車、ヘルスケ

アといった多様な分野で有効性が証明されている。製薬、エネルギー、材料科学な

ど、他の産業への展開の可能性は大きい 4。 
● 生成 AI の進歩: Invention Studio evo の登場 15 は、同社が生成 AI を活用してコン

セプト創出プロセスをさらに自動化していることを示している。AI のさらなる進

歩は、人間の発明家への依存を減らし、プラットフォームをより強力でスケーラブ

ルなものにする可能性がある。 
● エンタープライズシステムとのさらなる統合: Clarivate との提携は一つのモデルで

ある。他のエンタープライズシステム（PLM、R&D プロジェクト管理ツールな

ど）との統合を進めることで、Iprova を顧客のワークフローにさらに深く組み込

むことができる。 
● 「発明の民主化」トレンドの活用: 組織全体からイノベーションの源泉を求める企

業が増えるにつれ、Iprova のツールはこの活動を可能にし、構造化するための最

適なソリューションとして位置づけられる 13。 

 

Threats ( 脅威) 

 

● 直接的な競合の出現: Iprova は先行しているが、その成功は必然的にその方法論を

模倣しようとする競合他社を惹きつけるだろう。 
● 巨大テック企業による内製化: Google や Microsoft のような巨大な AI 研究部門を

持つ企業が、独自のデータ駆動型発明システムを内製化し、外部ベンダーへの依存

を減らす可能性がある。 
● IP 法と AI 生成発明の特許性の変化: AI と発明をめぐる法的な状況はまだ発展途上

である。将来の法的な判断が、AI の多大な支援を受けて創出された発明の特許性

に影響を与え、Iprova の価値提案を損なう可能性がある。 



● 「十分良い」代替手段の存在: 直接的な競合ではないが、高度な GPT モデルのよ

うな汎用 AI ツールの継続的な改善が、一部の企業にとっては、特許性のある発明

という Iprova の専門的な焦点がなくても、アイデア創出には「十分良い」と見な

される可能性がある。この「概念のコモディティ化」こそが、Iprova にとって最

大の脅威かもしれない。彼らの核心的なアイデアである「分野横断的な統合」とい

う考え方自体が、汎用 AI の普及とともに一般的になる可能性があるからだ。

Iprova の長期的な防御策は、キュレーションされたデータ、発明に特化したモデ

ル、そして Clarivate のようなパートナーを介した企業 IP ワークフローへの深い

統合といった、模倣が最も困難なバリューチェーンの上流へと絶えず移行し続ける

ことである。 

 

VI. 将来の軌道と戦略的提言 

 

この最終セクションでは、本レポートの調査結果を統合し、Iprova の将来の道筋を予

測し、戦略的な助言を提供する。 

 

ビジョン：発明の産業化 

 

CEO ジュリアン・ノーラン氏の「2025 年までに全発明の 50%以上が AI の支援を受け

て創出される」という予測 7 は、単なる予測ではなく、Iprova が目指す市場支配の意

思表明である。同社が主催する「AI 支援発明サミット」20 は、この戦略の重要な一部

であり、単なるマーケティングイベントではなく、ソートリーダーシップを発揮し、コ

ミュニティを構築し、データ駆動型発明というパラダイムを普及させるためのプラット

フォームとなっている。 

将来のビジョンは、マーケティングが経験したデジタルトランスフォーメーションに匹

敵する、R&D の完全な変革である 20。発明は、測定可能で、予測可能で、スケーラブ

ルなビジネス機能となり、企業戦略と完全に統合されるだろう。 

 

エージェント AI と生成 AI の役割 



 

Invention Studio 3 から Invention Studio evo への進化 15 は、AI 

支援から AI 生成への決定的な移行を示している。システムは、単に「材料」を見つけ

るだけでなく、自ら「レシピ」を提案する段階へと進んでいる。将来の「エージェント

AI」21 の開発は、より自律的に複雑な発明ワークフローを実行できるシステムへの移行

を示唆しており、これにより速度とスケーラビリティがさらに向上することが期待され

る。 

この技術的軌道の究極的な到達点は、「予測的発明」である。現在は、既存の市場や

技術の変化から発明のシグナルを特定している 2。次の論理的なステップは、これらの

シグナルに対する予測分析を用いて、将来の技術的収束点を予測することである。これ

により、システムは今日の変化に対応して発明するだけでなく、明日（あるいはその

先）の問題や機会が広く認識される 

前に、それに対応する発明を行うことが可能になる。これは、発明を事後対応的なプ

ロセスから、事前対応的で戦略的なプロセスへと変える、究極の競争優位性となるだろ

う。 

 

戦略的提言 

 

Iprova のツールは、組織内に「AI 支援発明家」という新たな専門職階級を生み出す可

能性がある。最も価値のある発明家とは、単一分野の深い知識を持つ者ではなく、これ

らの AI ツールを駆使して適切な問いを立て、問題を効果的に設定し、AI を「発明空

間」で導くことができる者になるだろう。Iprova のトレーニングや DDI ラボの提供 2 
は、この新しいタイプの専門家を育成し、認定する第一歩である。 

● 企業の R&D リーダーへ: 
限定的な「発明創出キャンペーン」から始め、重要度は高くないが困難な領域で

Iprova を試すことを推奨する。これを低リスクのパイロットプロジェクトとし

て、社内チームと比較してその成果のスピードと質を評価する。成功すれば、最も

創造的なエンジニアの能力を増強するために Invention Studio のライセンスを検討

する。これにより、彼らを骨の折れる調査作業から解放し、より高レベルな問題設

定と解決策の洗練に集中させることができる。 
● IP（知的財産）マネージャーへ: 



Iprova の主な価値は、高品質で多様性があり、企業の防御的地位を強化し、新た

なライセンス機会を創出する可能性のある、基礎的な特許を生み出すことにある。

Clarivate の IPfolio との統合 27 は、ワークフロー上の大きな利点である。自社の

特許ポートフォリオの「空白地帯」を戦略的に埋めるため、あるいは競合他社の特

許を回避するための IP を生成するために Iprova を活用すべきである。 
● ベンチャーキャピタル／投資家へ: 

Iprova は、高価値な新しいエンタープライズソフトウェアカテゴリーへの非常に

魅力的な投資対象である。同社は、一流の顧客リストと実証済みの指標によって技

術的なリスクを低減している。デューデリジェンスの主要な焦点は、人間が介在す

るモデルのスケーラビリティと、スタートアップおよび既存の大企業の両方から自

社のニッチを防衛する戦略であるべきだ。SEF.Growth High Potentia l Labe l の受

賞と進行中の資金調達活動 48 は、絶好の機会であることを示している。戦略的パ

ートナーシップは、市場リスクを大幅に軽減する要因である。 
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